
「節目は、自分を見つめ直すチャンス」

」

     本日、1学期の終業式を迎えました。4月、新しい学年が始まってから約４か月。生徒たちは授業や

部活動、委員会活動、運動会など、様々な場面で成長した姿を見せていました。新しい仲間との出会い

に緊張していた1年生も、今ではすっかり中学校生活に慣れ、2年生は学校の中心としての自覚を高めて

います。そして3年生は、最高学年として学校を支えながら、それぞれの進路実現に向けて努力を重ねて

います。

 　終業式は、単に学期の終わりの日ではありません。これまでの自分を振り返り、次の目標を考える大

切な節目です。うまくできたことは自信にし、思うようにいかなかったことは次への課題として受け止

める。その積み重ねが成長につながります。

 　「人生は点ではなく線でつながっている」と言われます。毎日の小さな努力は、その時には大きな意

味が見えなくても、やがて自分自身の力となり、未来へとつながっていきます。学校生活も同じです。

日々のあいさつ、授業への取組、仲間への思いやりなど、一つ一つの積み重ねが人としての成長を支え

ています。

 　明日から始まる夏休みは、自分をさらに成長させる貴重な時間です。普段はできないことに挑戦する

絶好の機会です。一人一人が自分なりの目標をもって充実した時間を過ごしてほしいと思います。そし

て何よりも、自分の命を大切にし、健康と安全に十分気をつけてほしいと願っています。

 　2学期に一回り成長した生徒たちの笑顔に再会できることを楽しみにしています。

 　保護者・地域の皆様には、日頃より、本校の教育活動を温かく見守り、多くのご支援とご協力を賜

り、心より感謝申し上げます。夏休みは、生徒たちが家庭や地域で過ごす時間が長くなります。学校で

は得られない多様な経験や人との関わりを通して、一人一人がさらに大きく成長していくことを願って

います。引き続き、見守りや温かなお声かけをお願いいたします。

校長　児山　友美
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2年生による職場体験

　6月30日（火）～7月2日（木）2年生が職場体験を行いました。　
　総合的な学習の時間での事前学習、体験先への電話連絡や事前訪問など
体験に至るまで多くの学びがありました。体験先は飲食店、小売販売店、
美容院、保育園、介護施設、公共施設、等幅広く生徒達にとって将来の職
業選択を考えるきっかけとなった期間でした。今年度も多くの事業所様に
ご協力をいただきましたことに感謝申し上げます。また、期間中、近隣地
域にて活動中の生徒を見かけた保護者の方より「頑張っていましたね」と
いった温かいお言葉も頂戴しました。



　7月10日(金）に本校学区域小学校・６年生児童を対象に授業体験、出前授業を実施しました。
杉森小、染地小、第二小の児童には本校にて社会、数学、英語、技術家庭の授業を体験してもら
い、布田小には国語科の教員３名が出向いて授業を行いました。授業を受けた小学生は、普段の授
業とは全く異なった内容に最初は緊張した表情でしたが、次第に教員からの質問に挙手で応じた
り、質問したり活発なやり取りが見受けられました。来年度からの中学生生活を楽しみにしてくれ
ると嬉しいです。

　7月8日（水）に「道徳授業地区公開講座」を実施しました。本講座は、道徳教育の充実を図ると
ともに、地域や保護者の皆様に道徳の授業をご覧いただき、学校・家庭・地域が連携して生徒の豊か
な心を育むことを目的として行いました。
　5校時には、全学年および特別支援学級で道徳の授業を公開しました。1年生は「節度・節制」、　　
2年生は「友情・信頼」、3年生は「遵法精神・公徳心」を主題として、それぞれ教材を活用しなが
ら、自分自身の考えを深めたり、グループワークで友達と意見を交換したりしました。
　授業後には、武蔵野大学の高宮正貴先生を講師としてお招きし、「道徳の授業の在り方」をテーマ
にご講演いただきました。公開授業の振り返りを交えながら、道徳教育の意義や授業づくりのポイン
トについて、分かりやすくお話していただきました。 
　今回の公開講座は、生徒一人一人がよりよく生きることについて考える機会となるとともに、教職
員にとっても道徳授業の質の向上につながる貴重な研修の機会となりました。

　授業公開、および公開講座において保護者の皆さまにもご協力いただきましたこと、誠に感謝申し
上げます。

道徳授業地区公開講座

小学生による授業体験

避難訓練・洪水時の避難

　7月15日（水）洪水発生時を想定した避難訓練を実施しました。先月の台風６号接近時に市内
の河川において氾濫危険警報が発表されたこともあり、今回の訓練ではより緊張感をもち、洪
水時の避難方法を確認しながら行動できました。 
　今回は洪水によって校外への避難が難しい場合を想定し、校舎3階への「垂直避難」を行いま
した。生徒たちは放送の指示に従い、静かに落ち着いて避難場所へ移動し、その後、避難時の
行動や注意点について説明を受けました。 
　洪水時の避難所は第二小学校になりますが、訓練では避難する場合の経路や流れについても
確認し、災害発生時に迅速かつ安全に行動するための方法について学びました。

９月行事予定

9/1（火）始業式

9/2（木）２学期給食開始

9/17（木）～18（金）中間考査　８組宿泊学習

9/25（金）生徒会役員選挙
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